
取締役

執行役員

社長執行役員
山本 哲也

副社長執行役員
伊藤 泰雄

専務執行役員
天野 浩二

常務執行役員
伊坂 俊保

常務執行役員
片瀬 秀樹

常務執行役員
安永 辰弥

執行役員
甲斐 尚

執行役員
南 勝明

2011年４月 愛知県教育委員会教育企画室長
2016年4月 愛知県庁環境部長
2018年3月 愛知県庁退職
2018年4月 公益財団法人愛知県
 文化振興事業団理事長
2023年6月 愛知県婦人福祉会
 （現 愛知県女性福祉会）
 理事長（現任）
2024年5月 当社社外取締役（監査等委員）（現任）

社外取締役
（監査等委員）

菅沼 綾子

代表取締役

山本 哲也

1989年4月 株式会社日立製作所入社
1989年10月 当社入社
1995年3月 技術開発部長
1995年5月 取締役
2000年3月 常務取締役
2001年3月 名古屋事業所長
2006年5月 専務取締役
2009年5月 事業統括本部本部長
2015年3月 取締役副社長
2020年5月 取締役副社長執行役員
2022年5月 代表取締役社長執行役員（現任）

代表取締役

伊藤 泰雄

1996年２月 当社入社
2010年３月 名古屋事業所長
2010年５月 取締役
2013年５月 常務取締役
2015年3月  専務取締役
2018年3月 事業統括本部
2020年5月 取締役専務執行役員
2020年5月 事業統括本部経営企画室室長（現任）
2022年５月 代表取締役副社長執行役員（現任）
2022年５月 事業統括本部本部長（現任）

1982年4月 古河電気工業株式会社入社
2012年6月 古河スカイ株式会社代表取締役社長
2013年10月 株式会社ＵＡＣＪ代表取締役社長
2018年6月 株式会社ＵＡＣＪ相談役
2022年10月 株式会社イーパック
 非常勤取締役（現任）
2023年５月 当社社外取締役（現任）

（重要な兼職の状況）
株式会社イーパック非常勤取締役

社外取締役

岡田 満
取締役

天野 浩二

1985年６月 当社入社
2000年９月 九州事業所長
2003年５月 取締役
2003年９月 関東事業所長
2013年５月 常務取締役
2015年３月 専務取締役
2015年３月 事業統括本部副本部長（現任）
2019年９月 関西事業所長
2020年５月 取締役専務執行役員（現任）

1997年10月 監査法人トーマツ
 （現 有限責任監査法人トーマツ）入所
2007年9月 監査法人トーマツ
 （現 有限責任監査法人トーマツ）名古屋
 事務所国際部中国室長兼監査部門
 シニアマネージャー
2016年６月 有限責任監査法人トーマツ退職
2016年７月 前田勝己公認会計士・
 税理士事務所所長（現任）
2019年6月 清鋼材株式会社社外監査役
2023年6月 中央可鍛工業株式会社社外監査役（現任）
2024年5月 当社社外取締役（監査等委員）（現任）

（重要な兼職の状況）
中央可鍛工業株式会社社外監査役

1987年４月 名古屋市会議員初当選
 以後６期連続当選
2005年５月 第80代名古屋市会議長
2011年７月 東亞合成株式会社
 非常勤管理部渉外担当
 （嘱託）（現任）
2012年５月 当社監査役
2016年５月 当社社外取締役
 （監査等委員）（現任）

社外取締役
（監査等委員）

佐橋 典一

社外取締役
（監査等委員）

前田 勝己

持続的成長と企業価値向上を牽引する役割を担う役員をご紹介します。役員一覧

取締役のスキルマトリクス

　取締役会による的確かつ迅速な意思決定が可能な員数及び取締役会全体としての知識・経験・能力のバランス、多様性を踏まえ、
各個人として人望があり法令及び企業倫理の遵守に徹する見識を有する者であるとともに、判断力、決断力、達成志向力、自己統制力
等の能力に優れた者であることを選任基準としています。

氏名 年齢
在任
期間 指名・

報酬

委員会
監査等

グロー
バル

営業
マーケティング

管理
リスク

財務
会計

サステナ
ビリティ

技術
イノベーション

人材・教育・
ダイバーシティ

企業
経営

業界
知識

経営
戦略

山本 哲也
代表取締役 60 30 ○ ● ● ● ● ●

伊藤 泰雄
代表取締役 52 15 ○ ● ● ● ●

天野 浩二
取締役 64 22 ● ● ●

岡田 満
独立社外取締役 68 2 ○ ● ● ●

佐橋 典一
独立社外取締役 66 9 ○ ○ ● ● ●

前田 勝己
独立社外取締役 50 1 ○ ○ ● ● ● ●

菅沼 綾子
独立社外取締役 67 1 ○ ○ ● ● ●

（2025年5月22日現在）

重要なスキルとして選定した理由

企業経営 環境創造企業を取り巻く事業環境が大きく変化する中、企業経営経験による先見性と洞察力により、グループ
全般の経営及び中長期経営戦略の適切な判断が必要となることから「企業経営」を重要なスキルとして特定

業界知識 グループ全体の経営及び中長期経営に必要な幅広い知識及び経験を有しており、的確な経営判断を行う上で
重要なスキルとして「業界知識」を特定

経営戦略 パーパス経営を行うためには、情報収集力、情報分析力、論理的思考力等を有し、グループ全体の成長ビジョンと
市場の変化をもとに経営戦略を立てることが必要となることから「経営戦略」を重要なスキルとして特定

グローバル グローバル社会・経済の急激な変化に対応するため、グローバルな視点を、グループ全体の中期的な経営戦略
の構築に活かしていくことが必要となることから「グローバル」を重要なスキルとして特定

営業
マーケティング

グループの持続的な成長とブランディング向上のため、市場が求める商品やサービスに関連する様々な情報を
収集・分析・活用し、企画・立案・実行が必要となることから「営業マーケティング」を重要なスキルとして特定

管理リスク グループの持続的な成長と企業価値向上を目指すために、適切なリスクマネジメントを基盤としたガバナンス
体制強化に豊富な知見・経験に基づく助言が必要となることから「管理リスク」を重要なスキルとして特定

財務会計
正確な財務報告体制及び強固な財務基盤を構築し、持続的な成長及び企業価値向上を図るためには、財務会
計に係る知識及び事業再編、M&Aの計画・実行を行うためのファイナンスに関する知見・経験が必要となること
から「財務会計」を重要なスキルとして特定

サステナビリティ サーキュラーエコノミーやサステナビリティ社会実現への貢献を目指した企業経営に必要な知識を有し、事業
の持続可能性向上を図る経営のサポートが必要となることから「サステナビリティ」を重要なスキルとして特定

技術
イノベーション

グループの持続的な発展を続けるとともに、サーキュラーエコノミー社会の実現に貢献するためには技術イノ
ベーションの推進が必要となることから「技術イノベーション」を重要なスキルとして特定

人材・教育・
ダイバーシティ

持続的成長の実現には、従業員の成長を促しながら個性を活かし、それぞれが望む働き方で活躍できるように
するため、能力を最大限に引き出す教育や育成、ダイバーシティの推進に関する取り組みが必要となることから
「人材・教育・ダイバーシティ」を重要なスキルとして特定

（2025年5月22日現在）

（2025年5月22日現在）
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